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専
決
処
分 

・
令
和
6
年
一
般
会
計
補
正
予
算

　

地
域
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金 

　
1
名
に
つ
き
8
0
0
0
円
の
商
品
券
配
布

問　

農
業
用
設
備
災
復
旧
工
事

答
　
作
の
巻
地
区
の
揚
水
機
の
査
定
に
お
い
て
今
後
の
防
災
も
考
慮

し
た
工
事
が
認
め
ら
れ
増
額
と
な
っ
た
。

　
中
川
原
地
区
も
同
様
。

　
上
竹
野
地
区
の
災
害
復
旧
事
業
は
春
の
作
付
に
間
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
工
事
を
完
了
さ
せ
た
い
。

令
和
6
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
他
4
特
別
2
企
業
会
計
補
正
予
算

　
主
に
事
業
確
定
に
よ
る
清
算

問　

新
庁
舎
建
設
用
地
地
質
調
査
業
務
委
託
料
の
減
額
は

答
　
調
査
終
了
の
た
め
。

問　

定
期
予
防
接
種
委
託
料
の
減
額
は

答
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
。

問　

経
営
支
援
発
展
支
援
事
業
補
助
金
7
5
0
万
円
減
額
の
理
由
は

答
　
新
規
就
農
者
の
機
器
導
入
等
に
対
す
る
支
援
事
業
だ
が
、
令
和

6
年
度
は
申
請
し
た
も
の
の
不
採
択
に
な
っ
た
。
令
和
7
年
度
再

度
申
請
し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　

今
年
度
の
出
生
数
は

答
　
今
年
度
4
名
。

新
年
度
予
算

・
令
和
7
年
度
一
般
会
計
他
4
特
別
2
企
業
会
計 

（
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経
て
全
会
一
致
で
可
決
）  

条
例
の
制
定
・
改
正

・
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
村
一
般
職
の
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

・
村
特
別
職
の
職
員
等
の
旅
費
、
費
用
弁
償
等
及
び
実
費
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
村
一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
村
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
村
道
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

・
村
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
改
正

  （
い
ず
れ
も
国
の
法
改
正
に
伴
う
も
の
）

・
肘
折
い
で
ゆ
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
カ
ル
デ
ラ
温
泉
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

（
共
に
村
直
営
で
管
理
運
営
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
）

・
村
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

（
新
役
場
庁
舎
建
設
に
伴
い
位
置
を
改
め
る
も
の
）

・
村
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

（
新
中
央
公
民
館
建
設
に
伴
い
位
置
を
改
め
る
も
の
）

・
村
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

（
肘
折
辺
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
計
画
の
一
部
変
更
） 

請
願
の
審
査

・
国
に
よ
る
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
請
願
者
　
山
形
市
薬
師
町
教
育
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
学
校
給
食
の
早
期
無
償
化
を
目
指
す
山
形
県
民
の
会

　
代
表
委
員
　
高
木
　
紘
一

　

採
択
結
果
【
採
択
】  

・
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、 

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
即
時
完

全
な
停
戦
等
の
実
現
を
も
と
め
る
国
へ
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る

　
請
願
者
　
真
室
川
町
大
字
新
町

　
　
　
　
　
新
庄
最
上
母
親
連
絡
会
　
伊
藤
　
富
美
江

　

採
択
結
果
【
継
続
審
査
】  

　
さ
ら
な
る
審
議
が
必
要  

議
員
発
議

「
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
」

・
発
議
理
由

　
　
刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
所
用
の
改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
た
め  

「
国
に
よ
る
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」

・
発
議
理
由

　
　
食
育
と
い
う
教
育
を
行
う
の
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
学
校
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
市
町
村
が
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
義
務
教
育
の
段
階
に
お
い
て
は
、 

教
科
書
と
同
様
無
償
化
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
、
子
ど
も
の
学
び
と
成
長
す
る
権
利
を
保
証
す

る
こ
と
は
、
国
や
私
た
ち
、 

社
会
全
体
の
責
任
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
保
証
す
る
質
の
高
い
学
校
給
食
に
つ
い

３
月
定
例
会

て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
財
源
確
保
を
行
い
、
全
て
の
市
町
村

が
学
校
給
食
の
無
償
化
の
実
施
を
求
め
る
た
め
、
意
見
書
の
提
案

を
す
る
も
の
で
あ
る
。  

人
事
案
件

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　
伊
藤
　
美
恵
子
　
氏
（
清
水
）　
再
任  

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意

　
安
彦
　
加
一
　
氏
（
肘
折
）　
新
任

　
矢
口
　
智
　
氏
（
熊
高
）　
新
任
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新年度スタート!47億8900万円で
特別会計 11億1950万円 企業会計 6億321万円

47億8900万円で新年度スタート! ３
月
定
例
会

３
月
定
例
会 	

　

3
月
定
例
議
会
が
3
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
令

和
6
年
度
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
案
等
を
加
え
た
30
議
案
と
議
員

発
議
2
案
を
審
議
可
決
。
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
7
人

が
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

一般会計３
月
定
例
会
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

 

3
月
13
日
~
14
日
ま
で
の
2
日
間
、
令
和
7
年
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
案
を
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

一
一
般
会
計
47
億
8
,
9
0
0
万
円
、
特
別
会
計
11
億
1
,
9
5
0

万
円
と
、
昨
年
よ
り
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、

新
庁
舎
建
設
工
事
費
用
や
、
6
年
度
の
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
費
用
で

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
予
算
審
査
に
あ
た
り
、
予
算
額
の
多
少
に
限

ら
ず
幅
広
い
視
点
か
ら
の
質
問
や
、
き
め
細
か
い
説
明
を
求
め
る
た

め
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
1
議
案
に
対
し
、
3
回
の
質
問
に
限
ら
ず
、

納
得
の
い
く
議
論
を
か
わ
す
た
め
、
回
数
を
限
定
せ
ず
委
員
長
の
判

断
に
任
せ
る
事
と
し
、
更
に
、
同
一
議
案
に
対
し
他
の
委
員
か
ら
の

関
連
質
問
も
許
可
す
る
方
法
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
審
議
す

る
時
間
は
例
年
よ
り
長
時
間
要
し
ま
し
た
が
、
関
心
度
の
高
い
案
件

に
限
ら
ず
、
常
に
見
落
と
す
よ
う
な
案
件
も
、
慎
重
な
審
査
が
行
わ

れ
た
事
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

。
議
会
改
革
が
問
題
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
そ
れ
に
は
ま
ず
議
員
自
ら
の

意
識
改
革
が
最
も
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
を
踏

ま
え
て
、
今
回
の
審
査
方
法
は
、
合

格
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
源
の
中
の
予
算
編
成

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
有
効
に
活
用
し
、

決
し
て
無
駄
な
く
村
民
の
生
活
を

守
っ
て
頂
く
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

　

以
上
の
様
に
報
告
し
ま
す
。

 
 

予
算
審
査
特
別
委
員
長

 

佐
藤 

　
勝

予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
書

一
般
会
計

歳
入

問　

国
の
過
去
最
高
の
消
費
税

収
が
村
に
与
え
る
影
響
は

答  

地
方
交
付
税
交
付
金
が
増

額
さ
れ
た
。

問  

庁
舎
建
設
に
よ
る
実
質
公

債
費
比
率
の
見
通
し
は

答　

上
昇
す
る
見
込
み
。

問  

教
職
員
の
働
き
方
改
革
推

進
事
業
補
助
金
は

答  

部
活
動
指
導
員
の
報
酬
へ

充
当
す
る
。

問  

肘
折
い
で
ゆ
館
の
食
堂
売

上
金
3
0
0
万
円
の
根
拠
は

答  

令
和
5
年
度
の
売
り
上
げ

の
40
％
、
売
上
は
減
少
す
る

が
肘
折
温
泉
は
飲
食
店
が
少

な
く
、
訪
れ
た
人
々
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
食
堂

は
続
け
る
。

問  

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

金
と
は

答   

妊
娠
と
出
産
時
に
５
万
円

支
給
10
名
分
を
計
上
。
今
後

実
績
で
減
額
も
あ
り
。 

歳
出

問  

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援

事
業
委
託
料
と
は

答   

N
T
T
か
ら
警
備
会
社
に

変
更
。
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
ボ

タ
ン
で
緊
急
通
報
、
警
備
会

社
に
連
絡
。
安
否
確
認
も
行

う
。

問  

要
援
護
者
巡
回
事
業
委
託

料
と
は

答   

１
１
９
世
帯
を
４
日
に
1

回
ペ
ー
ス
で
廻
る
。
１
日
に

30
件
を
訪
問
。

問  

防
犯
カ
メ
ラ
の
利
用
は
あ

っ
た
の
か

答   

警
察
か
ら
の
依
頼
時
に
提

供
。
普
段
見
て
い
な
い
。
昨

年
の
依
頼
件
数
3
件
。

問  

「
ひ
じ
お
り
の
灯
」の
灯
ろ
う

の
期
間
外
の
展
示
の
考
え
は

答   

ひ
じ
お
り
の
灯
実
行
委
員

会
に
要
望
す
る
。

問　

教
育
基
金
の
年
度
未
残
高

は
答  

國
分
忠
之
助
教
育
振
興
基

金
3
，
3
0
0
万
円
、
後
藤

栄
教
育
振
興
基
金
3
，
６
０

０
万
円
、
門
脇
教
育
振
興
基

金
6
3
8
万
円
、
国
分
辰
夫

教
育
振
興
基
金
6
，
4
１
７

万
円
。
希
望
者
へ
の
貸
付
け

の
合
否
は
、
規
約
に
則
り
決

定
を
行
う
。

問　

老
朽
危
険
空
き
家
等
除
却

支
援
補
助
金
に
2
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
7
年

度
は
何
戸
を
見
込
ん
で
い
る

の
か

答　

2
戸
見
込
ん
で
い
る
。

問　

う
ど
山
斎
場
管
理
運
営
費

が
令
和
6
年
度
よ
り
2
4
0

万
円
増
加
し
て
い
る
が

答　

火
葬
炉
の
修
繕
工
事
と
、

机
・
椅
子
を
購
入
。

問　

翠
明
荘
の
施
設
等
が
老
朽

化
し
て
い
る
。
修
繕
費
補
助

の
補
助
は
出
来
な
い
か

答  

随
時
、
状
況
を
見
て
判
断

し
て
い
く
。

問　

ド
カ
雪
割
補
助
金
が
来
年

度
か
ら
無
く
な
る
が
、
今
後

の
支
援
は

答　

雪
回
廊
、
雪
も
の
が
た
り

等
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
に
更
な

る
重
点
を
置
く
。

問　

危
険
家
屋
対
応
作
業
委
託

料
の
使
途
及
び
申
請
は

答　

特
に
要
綱
等
は
無
い
が
、

危
険
家
屋
等
へ
の
ネ
ッ
ト
張

り
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の

相
談
等
を
受
け
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
酬

に
つ
い
て

答　

女
性
の
方
で
4
月
中
旬
、

協
力
隊
と
し
て
着
任
予
定
。

所
属
は
産
業
振
興
課
。
報
酬

は
年
２
７
７
万
円
。

問　

ど
の
様
な
仕
事
に
重
点
を

置
く
の
か
、
ま
た
ど
の
様
な

計
画
で
協
力
し
て
も
ら
う
の

か
答　

1
年
目
は
産
業
振
興
課
の

観
光
部
署
に
て
行
政
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
。

　
　

2
年
目
か
ら
独
自
活
動
も

含
め
た
活
動
に
移
行
。

問　

い
で
ゆ
館
6
２
３
万
円
収

入
の
積
算
根
拠
は

答　

カ
ル
デ
ラ
館
の
使
用
料
に

５
９
８
万
円
。
施
設
利
用
料

に
20
万
円
。
い
で
ゆ
館
施
設

利
用
料
に
５
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

問　

小
型
除
雪
機
械
補
助
の
件

数
と
共
助
内
容
に
つ
い
て

答  

補
助
件
数
16
件
、 

共
助
の

実
績
は
未
だ
無
し
。

問　

除
雪
扶
助
費
に
所
得
制
限

が
あ
る
の
か  

答　

所
得
制
限
が
あ
り
、
非
課

税
世
帯
と
す
る
。

問　

肘
折
い
で
ゆ
館
の
直
営
に

伴
い
、
経
営
計
画
、
方
針
等

は
。
ま
た
今
後
い
で
ゆ
館
の

建
物
の
維
持
管
理
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。
い
つ

ま
で
と
考
え
て
い
る
の
か

答  

観
光
振
興
に
寄
与
し
た
施

設
で
あ
り
、
直
営
後
も
そ
の

趣
旨
を
継
続
。

答　

一
年
後
の
決
算
終
了
後
に

翌
年
度
以
降
の
方
針
を
立
て
、

考
え
て
行
く
。

問　

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
の
制

作
費
が
低
額
で
精
度
が
高
い

理
由
は

答　

肘
折
温
泉
を
訪
れ
た
ア

ニ
メ
ー
タ
ー
が
、
肘
折
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
意
気
投
合
し
、

素
晴
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が

っ
た
た
め
。

問　

土
地
改
良
区
へ
の
補
助
金

が
減
額
さ
れ
た
理
由
は

答　

職
員
1
名
が
退
職
し
た
た

め
。

問　

災
害
時
の
簡
易
ト
イ
レ
の

配
備
状
況
は

答　

赤
松
と
肘
折
に
配
備
し
て

お
り
、
２
５
０
回
使
用
可
能

で
あ
る
。

問　

保
育
所
、
小
中
学
校
の
連

携
に
よ
る
影
響
は

答　

保
育
所
、
小
中
学
校
の
教

員
が
連
携
し
て
学
ぶ
機
会
が

増
え
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
た
。

問　

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
転
校

生
の
日
本
語
教
育
は

答　

日
本
語
指
導
員
を
配
置
し

て
対
応
し
て
い
る
。
次
年
度

以
降
も
、
継
続
し
て
い
き
た

い
。

問　

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
が
進
ん
で
い
る
が
村
の
考

え
は

答　

令
和
７
年
度
は
小
学
校
一

食
３
１
０
円
、
中
学
校
３
４

０
円
、
年
間
で
は
１
５
１
４

万
円
の
費
用
を
要
す
る
。
時

期
が
来
た
ら
協
議
す
る
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

問　

生
活
習
慣
病
対
策
の
充
実

答　

健
診
の
受
診
率
は
高
い
が
、

特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
が

低
い
た
め
、
重
点
的
に
取
り

組
む
。

介
護
保
険

問　

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

事
業
委
託
料
は　
　

　

冬
期
間
２
回
の
軽
運
動
、
予

防
支
援
に
と
ど
め
ず
、
冬
期

外
で
も
回
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い

答　

検
討
し
て
い
く
。

問　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営

状
況

答　

未
実
施
の
地
区
に
も
拡
充

し
た
い
。
ピ
ン
ピ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
参
加
を
促
し
、
男
性
の

参
加
も
増
や
し
た
い
。

へ
き
地
診
療
所

問　

診
療
所
運
営
協
議
会
の
目

的
や
構
成
は

答　

住
民
、
議
員
、
医
療
関
係

者
等
10
名
及
び
事
務
局
で
構

成
。
年
3
回
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
　

す
ぐ
に
医
師
確
保
と
な
ら

な
い
が
、
令
和
８
年
度
以
降

も
医
療
体
制
維
持
の
協
力
を

求
め
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

問　

水
道
料
金
の
滞
納
対
応
は

答　

滞
納
整
理
計
画
に
基
づ
き
、

督
促
状
・
催
告
書
・
電
話
催

告
を
行
っ
て
い
る
。

問　

水
道
管
の
老
朽
対
策
で
肘

折
の
温
泉
は
配
管
に
影
響
し

て
い
な
い
か

答　

温
泉
の
配
管
と
は
別
の
場

所
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
影

響
は
な
い
。

下
水
道
事
業
会
計

問　

下
水
道
の
加
入
率
は

答　

清
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
は

85
・
3
％
、
肘
折
は
97
・
7

％
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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問
1
「
大
石
田
・
畑
線
」
作
の

巻
地
内
に
お
い
て
は
、
豪
雨
の

度
に
山
腹
か
ら
土
砂
流
出
が
あ

り
、
そ
の
つ
ど
通
行
止
め
に
至

る
。
ま
た
未
整
備
部
分
に
つ
い

て
は
狭
隘
、
屈
曲
道
路
の
た
め

積
雪
・
路
面
凍
結
に
よ
る
脱
輪
・

滑
落
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

令
和
3
年
に
道
路
の
新
設
を

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
村
長
か
ら

は
『
土
砂
災
害
の
影
響
も
少
な

く
な
る
こ
と
か
ら
県
に
強
く
要

望
し
て
い
く
』
と
の
答
弁
を
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
は
ど
う
な

っ
た
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

答
１　

当
該
区
間
に
お
い
て
は
、

土
砂
に
よ
る
通
行
止
め
が
発
生

し
て
お
り
、
道
路
整
備
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　

毎
年
、
同
盟
会
の
要
望
活
動

な
ど
機
会
を
捉
え
強
く
県
に
要

望
し
て
い
る
。
予
算
は
国
県
に

も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
議

員
に
も
お
願
い
し
更
に
要
望
し

て
行
く
。

問
２ 

昨
年
7
月
作
の
巻
地
内

に
お
い
て
、
豪
雨
に
よ
る
県
道

の
冠
水
が
あ
り
通
行
不
能
や
住

宅
等
の
床
上
床
下
浸
水
が
あ
っ

た
。
浸
水
高
は
１
ｍ
に
も
な 

 
 

7議員が一般質問

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政
をただしていくもので、大蔵村では１議員の持
ち時間が45分です。

り
農
作
物
・
農
機
具
・
住
宅
に

多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。 

 
 
 

　

要
因
は
、
集
落
高
台
に
あ
る

沼
に
雨
水
が
満
水
し
、
県
道
か

ら
の
排
水
口
を
通
じ
て
住
宅
地

に
逆
流
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

異
常
気
象
が
続
く
中
、
河
川

の
氾
濫
時
に
は
樋
門
等
を
閉
鎖

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
災
害

は
想
定
さ
れ
る
。

　

対
策
と
し
て
沼
よ
り
の
排
水

路
を
新
設
し
、
堤
防
上
部
よ
り

放
流
す
る
事
が
適
策
と
考
え
る
。

答
２　

昨
年
7
月
、
大
雨
に
よ

り
作
の
巻
地
内
で
は
大
き
な
内

水
被
害
が
あ
っ
た
。
要
因
と
す

る
沼
か
ら
の
水
を
、
直
接
堤
防

外
に
排
水
す
る
こ
と
は
大
変
良

い
提
案
で
あ
る
が
、
国
土
交
通

省
か
ら
は
堤
体
開
削
と
樋
門
の

増
設
は
難
し
い
と
の
回
答
を
得

て
い
る
。

　

排
水
流
末
に
問
題
が
あ
り
、

雪
解
け
を
待
っ
て
放
流
口
の
調

査
確
認
を
し
、
関
係
機
関
と
協

議
し
た
い
。

問　

現
在
、
全
国
的
に
市
町
村

民
歌
が
制
定
さ
れ
事
あ
る
ご
と

に
歌
わ
れ
て
い
る
。
山
形
県
で

は
、
35
市
町
村
の
う
ち
11
市
17

町
村
が
市
町
村
民
歌
を
制
定
。

な
い
の
は
7
市
町
村
で
最
上
で

は
大
蔵
村
と
他
１
村
だ
け
。　

　

今
回
新
庁
舎
建
設
に
当
た
り

竣
工
に
合
わ
せ
村
民
歌
を
制
定

す
る
こ
と
は
、
村
民
の
意
気
高

揚
に
つ
な
げ
、
大
蔵
村
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と
村
の
活
性
化
に

も
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
う
。

　

楽
曲
と
し
て
は
、
以
前
紹
介

し
た
『
大
蔵
村
賛
歌
』
な
ど
も

あ
る
。
村
の
景
観
・
歴
史
・
文

化
を
謳
っ
て
お
り
最
適
と
思
う

が
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　

新
庁
舎
に
合
わ
せ
る
こ
と

は
、
大
変
い
い
事
と
は
思
う
が
、

村
民
の
意
見
も
確
認
し
、
期
日

に
捉
わ
れ
ず
検
討
し
て
行
く
。

　

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
制
定

し
て
お
り
、
今
後
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

作
の
巻
地
内
の
道
路
整
備
と
水
路
改
修

村
長県に

は
伝
え
て
い
る
が
国
に
も
要
望

問
題
は
あ
る
が
調
査
し
関
係
機
関

と
協
議

「
村
民
歌
」制
定

村
長　

期
日
に
捉
わ
れ
ず
制
定
検
討

３月
定例議会

一般質問村政村政をを問う問う
ここが知りたい

　令和7年第1回定例会は、4日間を通し4名の傍聴者
でありました。村民の方々に関心及び傍聴い
ただく議会にせねばと思わせる風景でした。
6月定例会はぜひ議場へお越しください。
（おおくらくんより）

佐藤　　勝 議員

〇診療所運営の今後は　

須藤　敏彦 議員

〇沼の台保育所が休園しているが今後の見通しは

伊藤　貴之 議員

〇内部統制とＤＸで不祥事防止を

八鍬　信一 議員

〇作の巻地内の道路整備と水路改修
〇「村民歌」制定

早坂　民奈 議員

〇今後の高齢者救済の対策、対応は

斉藤　光雄 議員

〇新庁舎建設について
〇農業機械の補助にドローンを追加出来ないか

佐藤　雅之 議員

〇雪国の特性や事業形態に即した罹災証明の
発行は可能か？　

8P

9P

11P7P

12P

13P

10P

八
鍬
　
信
一 

議
員

一
般
質
問

一
般
質
問
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に
つ
い
て
は
、
従
前
の
克
雪
管

理
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
や
耐
震

基
準
対
応
の
問
題
な
ど
に
伴
い
、

平
成
26
年
度
に
旧
沼
台
小
中
学

校
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
。

　

そ
の
際
に
、
体
育
館
部
分
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
機
能
と
し

て
残
し
、
同
時
に
防
災
セ
ン
タ

ー
を
併
設
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
減
少
に
伴
い
、
残
念
な

が
ら
、
令
和
3
年
を
最
後
に
、

四
ヶ
村
地
区
で
の
出
生
は
な
い
。

今
後
も
児
童
の
入
所
が
見
込
ま

れ
な
い
場
合
、
い
ず
れ
は
閉
所

も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
利
用

す
る
こ
と
の
出
来
る
防
災
セ
ン

タ
ー
の
一
部
と
し
て
管
理
、
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
２　

今
後
、
残
念
な
が
ら
閉

所
し
た
場
合
、
保
育
所
を
は
じ

め
と
し
て
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
ブ
ナ
林
な
ど
を
、
活
用

し
た
自
然
学
習
、
防
災
教
育
の

場
と
し
て
の
利
用
計
画
は
あ
る

か
。

答
２　

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
主
軸
に
し
な
が
ら
、

各
課
が
連
携
を
と
り
、
地
域
住

民
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
検

討
を
す
す
め
、
利
用
計
画
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

問
１　

沼
の
台
保
育
所
は
、
旧

沼
台
小
中
学
校
跡
地
に
平
成
26

年
3
月
に
完
成
し
、
同
年
4
月

に
開
所
し
た
。
初
年
度
は
９
名

の
子
ど
も
達
が
入
園
、
平
成
31

年
3
月
ま
で
の
５
年
間
で
、
15

名
が
入
園
、
12
名
が
卒
園
。
3

名
は
大
蔵
村
保
育
所
に
転
園
し

た
。
そ
の
後
6
年
間
は
、
入
園

希
望
者
が
無
く
休
園
状
態
が
続

い
て
い
る
。
現
在
は
、
保
育
所

に
併
設
さ
れ
て
い
る
防
災
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体

育
館
と
一
体
で
地
域
防
災
の
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

今
後
入
園
希
望
者
が
無
い
状
態

が
続
け
ば
、
保
育
所
と
し
て
維

持
し
て
行
け
る
の
か
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
、
休
園
が
長
く
続

い
た
ら
建
物
の
老
朽
化
も
進
む

と
思
う
。
今
後
新
た
に
利
用
計

画
を
図
る
こ
と
が
最
良
と
考
え

て
い
る
が
、
沼
の
台
保
育
所
を

は
じ
め
と
し
た
こ
の
複
合
施
設

の
運
営
・
管
理
に
つ
い
て
、
村

長
は
ど
の
様
な
考
え
で
あ
る
か

伺
い
た
い
。

答
１　

沼
の
台
保
育
所
の
建
物

沼
の
台
保
育
所
が
休
園
し
て
い
る

が
今
後
の
見
通
し
は

村
長　

地
域
住
民
の
方
々
と
十
分
に

協
議
を
重
ね
、検
討 須

藤
　
敏
彦 

議
員

佐
藤
　
　
勝 

議
員

県
立
新
庄
病
院
や
、
各
医
療
機

関
と
連
帯
を
図
り
、
迅
速
な
救

命
や
治
療
が
出
来
る
よ
う
な
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。
厳
し
い

財
源
の
中
、
医
師
の
確
保
は
県

か
ら
の
派
遣
医
師
を
継
続
し
て

確
保
す
る
事
を
最
優
先
に
考
え

て
い
る
。

問
２　

診
療
所
で
は
、
一
般
診

療
の
他
に
、
翠
明
荘
や
在
宅
訪

問
診
療
、
学
校
健
康
診
断
等
、

多
岐
に
わ
た
り
医
療
活
動
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
核
を
担

っ
て
き
た
医
師
も
定
年
を
迎
え

る
。
そ
れ
に
関
し
て
2
点
ほ
ど

伺
い
た
い
。

1
.
派
遣
医
師
は
2
年
交
代
と

な
っ
て
い
る
が
、
期
間
を

設
定
し
、
定
住
で
き
る
医

師
の
確
保
が
必
要
で
は
な

い
か
。

2
.
医
師
資
格
に
は
定
年
が
な

い
の
で
、
村
の
嘱
託
と
し
て

採
用
で
き
な
い
も
の
か
？

そ
の
際
の
受
け
入
れ
体
制

や
報
酬
は
ど
う
な
る
か
。

答
２　

嘱
託
医
師
に
関
し
て
は
、

任
期
が
1
年
か
ら
3
年
の
交
代

に
な
る
が
、
県
か
ら
の
派
遣
医

師
を
優
先
す
る
。

問
３　

以
前
庁
舎
移
転
に
関
し

て
、
議
会
へ
の
説
明
で
は
、
庁

舎
移
転
圏
内
に
、中
央
公
民
館
・

保
育
所
・
診
療
所
・
国
交
省
鳥

越
出
張
所
の
移
転
、
更
に
は
県

道
の
改
修
も
行
い
た
い
と
い
う

事
で
議
会
も
了
解
し
、
村
民
か

ら
も
理
解
を
得
た
と
記
憶
し
て

い
る
が
、
あ
の
提
案
は
ど
う
な

っ
た
の
か
？

答
３　

保
育
所
に
関
し
て
は
、

無
い
。
中
央
公
民
館
は
役
場
庁

舎
と
合
築
に
な
る
。
道
路
改
修

は
県
道
で
あ
り
県
で
検
討
中
。

鳥
越
出
張
所
の
移
転
は
ま
だ
進

展
は
な
い
。
診
療
所
に
関
し
て

は
、
今
年
度
に
運
営
協
議
会
を

設
立
し
、
今
後
の
運
営
に
反
映

さ
せ
る
。

問
１　

診
療
所
の
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
、
村
民
か
ら
も
多
く

の
不
安
が
あ
る
。
診
療
所
は
、

村
民
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、

健
康
相
談
や
投
薬
は
も
ち
ろ

ん
、
高
齢
者
の
情
報
交
換
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
。
一
般
の
医

療
機
関
と
違
い
、
入
院
や
手
術

は
出
来
な
い
が
、
常
に
村
民
の

健
康
管
理
を
す
る
の
が
診
療
所

の
大
き
な
役
割
で
あ
る
。
村
で

は
、
道
路
の
新
設
や
庁
舎
の
移

転
、
災
害
復
旧
等
、
大
き
な
事

業
が
山
積
み
し
て
い
る
上
、
診

療
所
を
維
持
す
る
に
は
膨
大
な

経
費
や
医
師
不
足
等
、
課
題
は

多
く
あ
る
と
思
う
が
、
村
民
の

健
康
や
生
活
を
守
る
の
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
行
政
の
一
方
的

な
決
定
に
よ
る
診
療
所
の
廃
止

や
他
町
村
へ
の
移
転
等
で
、
村

民
に
不
安
や
負
担
を
求
め
る
事

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
が
？　
　

答
１　

診
療
所
は
様
々
な
病
気

を
診
断
、
治
療
す
る
身
近
な
医

療
機
関
で
あ
る
。
病
気
を
未
然

に
防
ぎ
早
期
治
療
に
よ
る
健
康

維
持
へ
の
取
り
組
み
や
、
通
院

が
困
難
な
患
者
の
在
宅
医
療
を

重
点
に
運
営
し
て
い
る
。
最
上

地
域
の
中
核
医
療
機
関
で
あ
る

診
療
所
運
営
の
今
後
は

村
長　

常
勤
医
師
の
確
保
が
課
題

一
般
質
問

一
般
質
問
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佐
藤
　
雅
之 

議
員

て
、
独
自
の
基
準
を
策
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

問
２　

例
え
ば
、
高
床
式
住
宅

の
床
下
部
分
が
車
庫
や
倉
庫
に

な
っ
て
い
る
場
合
、
水
害
で
浸

水
し
て
も
『
床
下
浸
水
』
と
し

て
扱
わ
れ
、
住
家
と
し
て
の
認

定
に
不
公
平
が
生
じ
、
不
十
分

な
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ

の
よ
う
な
雪
国
の
特
性
を
考
慮

し
た
運
用
の
見
直
し
は
で
き
な

い
の
か
。

答
２　

確
か
に
、
高
床
式
住
宅

の
床
下
が
浸
水
し
た
場
合
、
現

行
基
準
で
は
『
床
下
浸
水
』
と

し
て
認
定
さ
れ
る
。
逆
に
高
床

式
に
特
化
し
て
認
定
を
し
た
場

合
、
実
際
の
被
害
に
よ
る
不
公

平
感
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、

全
国
的
な
統
一
基
準
を
も
と
に

認
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
他

方
で
、
住
家
と
非
住
家
（
事
業

用
店
舗
な
ど
）
が
一
体
と
な
っ

た
建
物
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

（
全
国
で
の
）
災
害
時
に
『
実

際
に
居
住
し
て
い
る
部
分
を
基

準
に
判
定
す
る
』
と
内
閣
府
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

問
１　

気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
罹
災

証
明
の
迅
速
な
発
行
は
被
災
者

の
生
活
再
建
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
。
一
昨
年
の
能
登
地
震
で

は
罹
災
証
明
の
認
定
に
関
し
、

住
民
の
納
得
を
得
ら
れ
ず
多
く

の
不
服
審
査
が
行
わ
れ
た
。
住

家
の
認
定
基
準
に
関
し
て
は
、

雪
国
特
有
の
住
宅
構
造
や
事
業

形
態
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
自
治
体

独
自
の
認
定
基
準
を
設
け
る
こ

と
は
可
能
か
伺
い
た
い
。

答
１　

罹
災
証
明
は
市
町
村
長

が
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

判
定
基
準
は
国
が
示
し
た
『
災

害
に
よ
る
家
屋
の
被
害
認
定
基

準
運
用
指
針
』
に
基
づ
い
て
い

る
。
全
国
の
自
治
体
で
は
、
内

閣
府
の
運
用
指
針
を
参
考
に
し

て
お
り
、
山
形
県
内
に
お
い
て

も
独
自
の
認
定
基
準
を
設
け
て

い
る
自
治
体
は
な
い
。
本
村
に

お
い
て
も
国
の
基
準
を
基
本
と

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ

雪
国
の
特
性
や
事
業
形
態
に
即
し

た
罹
災
証
明
の
発
行
は
可
能
か
？

村
長　

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
迅
速

な
発
行
方
法
の
改
善
を
検
討

す
る

て
、
本
村
と
し
て
も
こ
の
基
準

に
則
っ
て
判
定
を
行
う
。

答
１　
地
方
公
務
員
は
、
地
方

自
治
法
や
地
方
公
務
員
法
等

様
々
な
法
律
、
省
令
、
条
例
な

ど
に
身
分
・
職
務
・
業
務
内
容

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

順
守
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
る
。
内
部
統
制
の
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
は
従
前
よ
り
他

の
自
治
体
と
協
力
し
て
職
員
研

修
等
で
、
法
令
の
理
解
を
さ
せ

る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

不
祥
事
予
防
と
い
っ
た
部
分

に
つ
い
て
は
折
に
触
れ
職
員
に

指
導
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
の
モ
ラ
ル
と
い
っ
た
部
分
も

重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｘ
技
術
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
人
々
の

生
活
が
便
利
に
な
り
、
さ
ら
に

労
働
力
の
減
少
を
そ
の
力
で
補

い
、
業
務
の
効
率
化
に
も
寄
与

す
る
。
村
と
し
て
は
令
和
５
年

４
月
に
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
を
設

け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
な
ど
、
検
討
し
て
い
く
。

問
２　

担
当
者
不
在
で
も
業
務

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
業
務
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

答
２　

職
員
数
が
少
な
い
の
で
、

一
人
で
何
役
も
持
っ
て
い
る
状

況
に
お
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

す
る
労
力
が
な
く
、
な
か
な
か

で
き
て
い
な
い
。
機
会
を
見
つ

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
１　

近
隣
の
自
治
体
に
お
い

て
職
員
に
よ
る
不
祥
事
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
多

く
は
、
職
務
の
延
長
上
で
の
問

題
で
あ
り
、
内
部
統
制
が
適
切

に
機
能
し
て
い
れ
ば
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
が
あ

る
。
内
部
統
制
と
は
、
組
織
が

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い
、

不
正
や
ミ
ス
を
回
避
す
る
た

め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
年
で
は
D
X
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
内
部
統

制
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
不
祥
事
を
起
こ

す
よ
う
な
職
員
は
い
な
い
と
信

じ
て
い
る
が
、
内
部
統
制
が
機

能
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

村
の
業
務
全
体
の
質
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
、
村
の
内
部
統
制
の
仕

組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
内
部
統
制
の

強
化
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組

み
は
あ
る
の
か
。
D
X
技
術
の

活
用
に
よ
る
内
部
統
制
強
化
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
村
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問
３　

リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理

し
な
が
ら
、
職
員
が
新
た
に
挑

戦
で
き
る
環
境
を
ど
の
よ
う
に

整
え
て
い
く
べ
き
か
。

答
３　

行
政
で
あ
っ
て
も
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は

変
え
る
。
誠
意
を
も
っ
て
住
民

の
皆
様
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

時
代
に
合
わ
せ
て
業
務
の
遂
行

の
や
り
か
た
を
変
え
て
い
く
。

伊
藤
　
貴
之 

議
員

内
部
統
制
と
Ｄ
Ｘ
で
不
祥
事
防
止
を

村
長　

法
令
の
順
守
を
職
員
に

指
導
し
て
い
く

一
般
質
問

一
般
質
問
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新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

未
だ
に
、庁
舎
建
設
に
係
る
総
事
業
費
の

提
示
は
無
い
が
。

斉
藤
　
光
雄 

議
員

問
１　

庁
舎
建
設
に
係
る
造
成

地
が
ほ
ぼ
完
成
を
迎
え
て
い
る
、

地
域
に
及
ぼ
す
と
さ
れ
る
内
排

水
対
策
は
ど
こ
ま
で
進
捗
し
て

い
る
の
か　
　

答
１　

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
の

実
現
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

問　

団
地
の
方
々
は
内
水
想
定

地
域
と
知
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
購

入
し
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
元
々
の
地
域
も
空
洞

化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
団
地
周

辺
は
若
者
が
一
番
集
中
し
て
い

る
地
域
で
内
水
対
策
の
要
で
あ

る
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
が
不
可

欠
で
あ
る
。
商
業
地
に
も
波
及

す
る
と
人
口
減
少
に
も
拍
車
を

か
け
る
。
２
年
以
内
に
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
を
２

年
以
内
を
目
処
に
や
っ
て
行
き

た
い
。
確
実
に
実
現
出
来
る
わ

け
で
も
な
い
が
、
庁
舎
完
成
と

共
に
進
め
た
い
。
設
置
が
伸
び

る
場
合
は
時
間
を
お
く
こ
と
な

く
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
春
よ
り
実
現
に

向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
行
き

た
い
。

問
２　

県
内
の
新
庁
舎
建
設
過

去
６
年
、
２
庁
舎
を
議
会
で
調

査
、
最
上
郡
内
の
庁
舎
訪
問
の

際
頂
い
た
資
料
に
基
づ
く
坪
単

価
（
税
込
み
）
当
時
鉄
骨
造
で

１
，
６
０
0
万
円
台
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
設
計
構
造
は
鉄
筋
コ

農
業
機
械
の
補
助
に
ド
ロ
ー
ン
を

追
加
出
来
な
い
か

村
長　

今
後
も
重
点
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
る

早
坂
　
民
奈 

議
員

は
い
な
か
っ
た
。
周
知
は
サ
ロ

ン
等
で
行
っ
た
が
、
運
転
で
き

る
方
が
多
い
地
区
で
あ
り
、
周

知
不
足
も
考
慮
さ
れ
る
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
運
行
に
つ
い
て
は

国
や
県
も
支
援
を
計
画
し
て
お

り
、
検
討
し
て
い
く
。

　

買
い
物
支
援
の
か
た
ち
は

「
お
店
」「
宅
配
」「
移
動
販
売
」

「
移
動
手
段
を
提
供
す
る
」
の

4
つ
あ
る
。
宅
配
サ
ー
ビ
ス
は

民
間
が
行
っ
て
く
れ
て
い
る
間

は
任
せ
て
良
い
と
考
え
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
の
事

業
所
も
あ
り
、
会
員
の
方
々
と

話
し
合
い
を
持
ち
、
将
来
の
方

向
性
を
議
論
し
て
い
く
の
が
重

要
と
考
え
る
。

問
２　

バ
ス
利
用
を
村
全
体
に

広
げ
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
２　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
兼
用
等

を
利
用
し
無
料
で
村
全
体
を
廻

っ
て
お
り
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
土
合
線
は
運
行
で
き
た
が
、

湯
け
む
り
ラ
イ
ン
の
支
線
と
、

村
内
全
体
を
検
討
中
で
あ
る
。

問
３　

出
て
き
た
意
見
を
吸
い

上
げ
て
実
行
し
て
頂
き
た
い
。

答
３　

商
工
会
の
お
店
も
減
っ

て
き
て
お
り
人
手
不
足
も
あ
り
、

将
来
的
に
旧
庁
舎
を
利
用
し
て

共
同
で
、
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
行

政
だ
け
で
な
く
会
員
と
と
も
に

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

　

ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
が
実
現
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

う
。
是
非
前
向
き
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問
１　

高
齢
化
が
進
み
多
く
の

方
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
特

に
移
動
手
段
は
何
度
も
質
問
し

て
い
る
が
、
昨
年
試
験
的
に
四

ケ
村
地
区
で
フ
リ
ー
乗
降
の
バ

ス
利
用
を
行
っ
た
が
あ
ま
り
利

用
者
が
無
い
と
聞
い
た
。
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
い
、
な
ぜ
利

用
者
が
い
な
か
っ
た
か
、
そ
の

理
由
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

詳
し
く
知
り
た
い
。
又
、
買
い

物
難
民
に
つ
い
て
だ
が
、
店
も

近
く
に
な
く
、
移
動
販
売
車
も

来
ず
、
民
間
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

利
用
等
も
あ
る
が
、
村
と
し
て

民
間
に
委
ね
た
ま
ま
で
良
い
の

か
。
今
後
、
一
人
暮
ら
し
、
高

齢
者
世
帯
の
み
な
ら
ず
、
全
体

的
に
村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
で
対
策
、
対
応
を
講
じ
て
い

く
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
１　
村
営
バ
ス
土
合
、
滝
の

沢
線
の
空
き
時
間
を
利
用
し
、

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
行
っ
た
。

令
和
６
年
９
月
19
日
か
ら
11
月

30
日
の
期
間
、
平
日
10
時
か
ら

13
時
30
分
ま
で
無
料
で
運
転
手

が
携
帯
す
る
電
話
に
連
絡
し
、

予
約
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
運

行
す
る
。
残
念
な
が
ら
利
用
者

高
齢
者
救
済
の
対
策
、
対
応
は

村
長　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行
に
つ

い
て
模
索
し
検
討

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
物
価

高
騰
で
35
％
以
上
高
騰
、
国
土

交
通
省
で
発
表
さ
れ
て
い
る
労

務
単
価
の
６
％
上
昇
な
ど
が
実

施
さ
れ
る
昨
今
、
税
込
み
坪
単

価
い
く
ら
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
２　

入
札
行
為
に
影
響
が
出

る
こ
と
も
考
慮
し
、
申
し
上
げ

る
こ
と
を
控
え
る
。

問　

新
庁
舎
の
建
築
事
業
費
は
、

税
込
み
坪
単
価
１
９
７
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
事
業
費
に
設
計
業
者

は
Ｒ
Ｃ
造
と
Ｓ
造
に
関
し
坪
当

た
り
ほ
ぼ
同
じ
と
の
返
答
で
あ

っ
た
。
坪
あ
た
り
、
私
の
経
験

上
Ｒ
Ｃ
構
造
は
、
Ｓ
造
と
の
差

が
１
５
，
０
０
０
円
位
割
高
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
事

業
費
に
労
務
単
価
６
％
及
び
Ｓ

造
と
の
金
額
差
が
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
設
計
業
者
の

見
積
り
単
価
と
ほ
ぼ
同
等
な
の

か
伺
い
た
い
。

　

こ
の
単
価
で
今
後
大
幅
な
補

正
、
入
札
時
に
不
調
と
は
な
ら

な
い
単
価
な
の
か
伺
い
た
い
。

答　

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

設
計
業
者
と
打
合
わ
せ
の
時
に
、

物
価
高
騰
と
労
務
費
を
見
込
ん

だ
金
額
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。

問
３　

昨
今
の
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
建
設
業
に
於
い
て
も
休

日
等
の
確
保
は
必
至
で
予
定
工

期
で
完
成
出
来
る
の
か
。

答
３　

実
施
設
計
請
負
業
者
と

打
ち
合
わ
せ
て
計
画
し
て
い
る
。

問
４　

新
庁
舎
建
設
に
係
る
総

事
業
費
、
返
済
計
画
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
４　

現
段
階
で
総
事
業
費
２

８
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
償

還
は
令
和
20
年
度
で
終
了
し
、

最
終
年
度
は
約
５
，
４
０
０
万

円
と
な
る
見
込
み
。

問　

中
央
公
民
館
建
設
に
、
当

時
の
副
村
長
は
３
億
円
ぐ
ら
い

補
助
が
も
ら
え
る
と
の
説
明
で

あ
っ
た
。
財
源
内
訳
の
ど
の
部

分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

交
付
税
に
参
入
さ
れ
て
い

る
。

問　

公
共
施
設
振
興
基
金
の
残

高
は
、
現
在
い
く
ら
の
残
高
か

ま
た
ど
れ
く
ら
い
基
金
を
取
り

崩
す
の
か
。　

答　

６
年
度
末
で
18
億
1
，

8
5
8
万
円
で
あ
る
。
取
り
崩

し
額
は
17
億
７
千
万
円
で
あ
る
。

問　

総
事
業
費
に
つ
い
て
村
民

民
に
も
わ
か
り
や
す
い
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
で
示
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
。

答　

物
価
状
況
が
不
安
定
で
変

動
し
て
い
る
た
め
、
不
確
定
な

金
額
で
住
民
に
示
す
こ
と
は
誤

解
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
確
定

時
に
広
報
等
で
示
し
た
い
。

問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
等
が
顕
在
化
し
て

い
る
現
在
、
ド
ロ
ー
ン
購
入
へ

の
補
助
が
高
齢
従
事
者
の
負
担

軽
減
、
並
び
に
担
い
手
確
保
の

一
助
と
考
え
る
が
、
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答　

村
内
で
も
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
農
業
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
た
実
績
６
件
が
あ
る
。

　

ま
た
、
産
業
振
興
課
の
担
当

が
導
入
機
材
や
経
営
規
模
に
あ

わ
せ
て
相
談
に
乗
り
ま
す
、
気

兼
ね
な
く
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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　2月4日に大蔵中学校を訪問し、授業見学や校舎視察を行った後、
校長や教育課長から学校の課題について聞き取りを実施した。
　授業方法については、教室型ではなくグループ型を採用し、生徒が
タブレットを活用しながら主体的に学ぶ工夫がされていた。特別支援
学級の生徒も一般クラスと柔軟に授業を受ける仕組みがあった。生徒
の発達面では、体力に問題はないものの、数学の学力が全国平均を下
回り、学習内容の定着が課題とされている。また、生活態度の自己評
価と保護者評価に差があり、保護者の「視点」の見直しの必要性も感
じられた。
　いじめについては年2回のアンケートで状況を把握し、チームで解決に取り組んでいる。不登校対策とし
ては、保健室登校や教育支援センターを活用し、養護教諭やスクールカウンセラーが支援を行っている。生
徒へのきめ細やかなサポートと情報連携の重要性がうかがわれた。教職員の働き方改革では、校務ソフトを
導入し業務の効率化を進め、タイムカードで残業時間を管理している。また、部活動の時間短縮や地域移行、
学習指導員の活用などで負担軽減に努めている。教員の長時間労働の是正と生徒との向き合う時間確保には、
ICTの活用が不可欠である。さらに、学校と家庭が適切に役割を分担するために保護者とのコミュニケーシ
ョンを強化する必要がある。　当委員会としては、これらの課題を踏まえ、あわせて、安全で快適な学校環
境の整備に向けた視察、点検等も行い、予算審議に生かしていく方針である。

〈総務文教常任委員長　佐藤　雅之〉

　2月7日、村内全域の積雪及び道路の管理状況、公共施設や空き家の管理状
況等、最強寒波の最中で猛吹雪の中、車の走行も危険な状況でありましたが、
現実を知るには絶好の機会であるとし、調査を決行しました。
　公共施設「消火栓・ゴミステーション・消防小屋等」の管理は、消防団や地
区の皆さんの努力により、ほぼ完璧に管理されており、見事なものでした。
調査終了後、総括で検討した事項です。

1.	 屋根から道路への落雪による災害が発生すると思われる箇所が数多く見受
けられ、今後の道路新設の際、充分な検討をお願いしたい。

2.	 短期間に大量の降雪があり、気温の上昇による雪崩の発生が予想され、防
災無線による注意勧告が必要である。(くらっち等は効果が薄い)

3.	 豪雪地帯と位置付けているのであれば、それ相応の対策を講じる必要がある。
4.	 冬期間の道路確保は万全な除雪対策が必要。特に除雪作業に従事する人員の確保や待遇、作業員の高齢

化等を考慮し、後継者の養成は必須である。
5.	 各河川にかかる橋梁上の排雪。(特に歩道やガードレール)
6.	 異常気象により、平坦部も山間部もこれまで常識外の降雪が想定される為、その検討や対策は急務である。

〈産業建設常任委員長　佐藤　勝〉

産業建設常任委員会所管事務調査報告

総務文教常任委員会所管事務調査報告

委員会報告書　大蔵村では、高齢者向けのインターネット相談、地域通貨「くらポ」事業、除雪管理システムの導入など、
政府が推進するデジタル化に沿ったさまざまな取り組みを進めています。現在はデジタルとアナログの両方
が必要な過渡期ですが、将来的には可能な限りデジタル化を進め、住民の生活向上を目指していきたいと考
えています。
　今回はその一環として、専門家を招いた講習会を開催しました。講師は山形県のデジタルアドバイザー・
斉藤実さんです。講習では、デジタル技術を活用し、正確なデータに基づいて政策を立案するEBPM（エビ
デンス・ベースド・ポリシー・メイキング）の重要性について学びました。
　また、議会のデジタル化についても話があり、ペーパーレス化によるタブレットの導入、ウェブ会議の活用、
議会の映像配信などが代表的な取り組みとして紹介されました。すでに近隣自治体ではこうした取り組みを
進めているところもあり、今回の講習に先立ち、舟形町議会の視察もしました。
　デジタル化の道のりはまだ長いものの、一歩ずつ着実に進めることが大切です。私たちも時代の流れに乗
り遅れないよう、積極的に学び、アップデートしていく必要があると感じました。

〈議会広報常任委員　伊藤　貴之〉

　日頃、議会運営に対しましては、ご支援ご協力をいただきありがとう
ございます。
　また、先般の議会アンケートに付きましても、多数の回答いただき感
謝申し上げます。
　お陰様で925通配布につき528通の回答をいただきました。（回答率
57％）
　只今集計に入り、結果については議会だより等でお知らせしたいと思
っています。
　アンケートにご協力頂き、ありがとうございました。

〈議会改革特別委員会　委員長　八鍬　信一〉

デジタル講習会開催

議会改革特別委員会

大蔵中学校

舟形町役場にて

DX講習会

豊牧生活改善センター

委
員
会
報
告
書

委
員
会
報
告
書



委
員
長
　
早
　
坂
　
民
　
奈

副
委
員
長
　
斉
　
藤
　
光
　
雄

委
　
　
員
　
須
　
藤
　
敏
　
彦

委
　
　
員
　
伊
　
藤
　
貴
　
之

議会広報
常任委員会

　今回は、もがみ南部商工会青年部大蔵支部の代表・大竹弘地さ
ん、小屋圭一郎さん、事務局佐藤八千代さんにお話を伺いました。
　青年部は、平成22年に大蔵、舟形、最上の3つの商工会が合併
して設立され、45歳以下の自営業者や会社役員、後継者などが
中心となって活動しています。大竹さんは、エネルギーあふれる
熱い思いを語ってくださいました。

青年部への思い
　大竹さんは20代のころから青年部に所属し、現在37歳で代表
を務めています。先輩の誘いを受けて入会し、異業種の方々と交
流を深める中で、仕事の幅が広がったそうです。
　また、大好きな大蔵村に少しでも貢献したいという思いから、
楽しいイベントを企画し、交流の場を作っていきたいとお話しく
ださいました。かつてはビアガーデンを開催していましたが、コ
ロナ禍で中断してしまったため、いつか復活させたいという強い
思いをお持ちでした。

花火大会の運営
　青年部の最大の活動は、大蔵村夏の、一大イベント「花火大会」
の運営です。何度も打ち合わせを重ね、準備を進め、当日を迎え
ます。当日は、トマトライアスロンや中学生の演奏会、ダンス披
露など、盛りだくさんのイベントが行われ、毎年大いに盛り上がります。
　前日からの準備、終了後の片づけやごみ捨い、協賛金集めなど苦労も多いですが、「OBの皆さんも一体となっ
て協力してくれることが心強いです。なにより、お客さんの笑顔が嬉しいですし、今年は40周年記念大会な
ので、さらに盛り上げたいです」と話してくださいました。

これからの展望
　今後どのように大蔵村で産業を興し、担い手を増やしていくかを常に考えているそうです。最近は新しいパ
ン屋さんができるなど、起業の流れも生まれつつあります。
　また、肘折のメンバーとも連携を深め、青年部として大蔵村全体を盛り上げていきたいと意気込んでいまし
た。さらに、「農家の方や志のある方にもぜひ青年部に入会していただき、一緒に活動していきたいです」と
力強く呼びかけてくださいました。
　今回の取材を通じて、青年部の行動力とまちづくりに対する熱い思いを強く感じました。これからもエネル
ギッシュな若者たちが連携し、ますます村を盛り上げていくことを期待したいと思います。

（議会広報常任委員　伊藤　貴之）
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編
集
後
記

もがみ南部商工会青年部大蔵支部の取り組み

　

世
間
で
は
今
冬
の
大
雪
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
が
、
肘
折
も
例
に
も
れ
ず
3

ｍ
以
上
の
積
雪
の
中
、
今
年
も「
地
面

出
し
競
争
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
テ
レ
ビ
で
見
か
け
る
方
や
派

手
な
衣
装
の
方
、
外
国
人
の
方
な
ど
、

多
様
な
参
加
者
が
集
ま
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
も
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
肘
折
に
集
ま
る

と
は
思
わ
ず
、
改
め
て「
地
面
出
し
競

争
」の
魅
力
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
一

日
で
し
た
。
雪
が
観
光
資
源
と
し
て
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
他
の
チ
ー
ム

と
も「
来
年
ま
た
勝

負
し
よ
う
！
」と
誓

い
合
い
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。（
終
わ
っ
た
後
は
、

し
っ
か
り
2
日
間
、

筋
肉
痛
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
が
…
・

）

（
伊
藤　

貴
之
）

村民インタビュー!!村民インタビュー!!




